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　町選挙管理委員会（新里勝弘委員長）
は、９月９日、町役場で西原町長選挙
当選証書付与式を行い、上間明氏に当
選証書を付与しました。初当選を果た
した上間氏は、「極めて厳しい道のりだが、
誠心誠意努力し、町民の目線で町民本
位の町政運営をすすめていく。町民皆
様のご理解ご協力をいただき、心を一
つにし、目的である文教のまちづくり
に尽くしていきたい」と決意を語りま
した。　 
 
　上間明（うえまあきら）氏は、1946
年生まれ。立教大学法学部卒。1973年
に西原村役場採用。企画課長、総務課
長、税務課長などを歴任。 

 ・上間　明　　氏　　８,１０８票 
 ・新垣　正祐　氏　　８,０６８票 
 　　　無　効　　　　　 １５２票 

◎口座振替について 
　現在、特別徴収（年金天引き）である次の方は、市町村の窓口へお申し出いただくことにより、
国民健康保険税の口座振替でのお支払いが可能になります。 
  
　①国民健康保険税を過去２年間滞納していない方（本人）が、口座振替により納付する場合 
　②世帯主又は配偶者がいる方（本人の年金収入が１８０万円未満の方）で、その口座振替に 
　　より納付する場合 　 
　※ 11月末日までにお申し込みをされた方は、２月分から特別徴収（年金天引き）が停止され、普通徴収（口座
　　振替）でのお支払いとなります。それ以降にお申し込みをされた方は、新年度分（４月以降）から特別徴収（年
　　金天引き）が停止されます。 　 
　特別徴収（年金天引き）から普通徴収（口座振替）への切り替えをすることにより、税の申
告（確定申告）時に所得税及び市町村民税の控除（所得税を引かれている方に限る）を受ける
ための社会保険料控除として使用することができます。（１月～12月までに収めた保険税額が控
除対象となります。） 

健康推進課　国民健康保険係 
 　０９８－９４５－４７９１（内線１５４） 
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①国民年金保険料納付書による納付 
　＜納付場所＞ 
　　○全国の銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫、農協・漁業等の金融機関 
　　○郵便局 
　　○コンビニエンスストア 
 ②口座振替による納付 
　＜申し込み手続きを行う窓口＞ 
　　○全国の銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫、農協・漁業等の金融機関 
　　○郵便局 
　　○社会保険事務所 
 ③クレジットカードによる納付 
　＜申し込み手続きを行う窓口＞ 
　　○社会保険事務所 
 　　　※ご利用につきましては、浦添社会保険事務所（　098-877-0511）に 
　　　　 お問い合わせください。 
 ④ 電子納付（Pay-easy） 
　　国民年金保険料の納付書は、Pay-easy（ペイジー）対応のATM、インターネットバンキ
　ング等を利用して納付することができます。Pay-easy（ペイジー）がご利用いただけるか
　どうかは、納付の際にご利用の金融機関にお問い合わせください。 

　このたび、国民年金保険料の納付を促進するとともに、不適切な取扱いの再発防止策の一環と
して、平成20年5月より、原則として社会保険事務所の窓口における国民年金保険料の現金領収
を廃止しております。 
　今後の国民年金保険料の納付につきましては、下記の方法により納付していただきますよう、
ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
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水
道
週
間
事
業
の
一
環
と
し
て

町
内
の
小
学
校
4
年
生
を
対
象
に
、

限
り
あ
る
水
資
源（
上
水
道
）に
つ

い
て
の
作
文
と
標
語
を
募
集
し
た

「
平
成　

年
度
西
原
町
水
道
週
間

20

作
文
・
標
語
」
の
表
彰
式
が
9
月

　

日
、
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
　

最
優
秀
受
賞
作
品
は
、
約
1
年

間
に
わ
た
り
、
西
原
町
の
水
道
事

業
関
係
の
横
断
幕
や
懸
垂
幕
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
活
用
さ
れ
、

町
民
の
意
識
啓
発
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　

作
文
の
部

　

最
優
秀
作
品

「
水
を
大
切
に
」

　
 
野  
原 　
 
海 
灯
   

（
坂
田
小
学
校
）

の 
は
ら 

か
い 
と

　

優
秀
作
品

「
命
を
う
る
お
す
大
切
な
水
」

　
 
山  
城 　
 
千 
尋
   

（
西
原
小
学
校
）

や
ま 
し
ろ 

ち 
ひ
ろ

「
水
は
大
切　
　

命
だ
よ
」

　
 
新  
川 　
 
憧 
佳
   
（
西
原
南
小
学
校
）

あ
ら 
か
わ 

と
う 
か

「
水
の
大
切
さ
」

　
 
比  
嘉 　
 
啓 
太
   
（
西
原
東
小
学
校
）

ひ 

が 

け
い 
た

「
水
を
大
切
に
し
よ
う
」

　
 
前  
野 　

政
太

    

（
坂
田
小
学
校
）

ま
え 
の 

し
ょ
う
た

「
大
切
な
水
」

　
 
比  
嘉 　

恵

ひ 

が

   

（
坂
田
小
学
校
）

め
ぐ
み

　

標
語
の
部

　

最
優
秀
作
品

「
も
っ
た
い
な
い
！
出
し
っ
ぱ
な

し
は　

い
け
な
い
よ
」

　
 
比  
嘉 
ひ 

が　
 
未 
羽
   
（
坂
田
小
学
校
）

み 

う

　

優
秀
作
品

「
水
は
、
地
球
の　

命
そ
の
も
の
」

　
 
川
満 　

ひ
ろ（
西
原
小
学
校
）

か
わ
み
つ

「
水
は
、
人
の　

命
づ
な
」

　　　　　　　

ぼ
く
た
ち
は
、
六
月
二
日
に
、

西
原
じ
ょ
う
水
場
見
学
に
行
き
ま

し
た
。
じ
ょ
う
水
場
で
は
、
ダ
ム

に
た
ま
っ
た
雨
水
を
飲
み
水
に
す

る
た
め
に
、
着
水
せ
い
、
こ
ん
わ

池
、
ち
ん
で
ん
池
、
ろ
か
池
な
ど

に
水
を
通
し
て
、
き
れ
い
な
水
に

す
る
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

水
を
飲
め
る
よ
う
に
す
る
に
は
、

ほ
か
に
、
え
ん
そ
と
い
う
薬
で
消

毒
し
ま
す
。
そ
し
て
、
じ
ょ
う
水

池
や
、
配
水
池
を
通
っ
て
、
や
っ

と
家
や
学
校
の
水
道
に
た
ど
り
つ

き
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
見
学
す
る
前
ま
で
は
、

い
つ
で
も
、
じ
ゃ
口
を
ひ
ね
れ
ば

き
れ
い
な
水
が
い
く
ら
で
も
出
て

く
る
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

じ
ょ
う
水
場
で
、
あ
ん
な
に
た
く

さ
ん
の
し
せ
つ
を
通
り
、
や
っ
と

飲
み
水
に
な
る
と
い
う
事
を
知
っ

て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
、
使
い
終
わ
っ
た
水
は
、

そ
の
ま
ま
す
て
ら
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
じ
ょ
う
化

セ
ン
タ
ー
で
、
ま
た
使
え
る
よ
う

に
、
き
れ
い
に
さ
れ
て
い
る
事
も

知
り
ま
し
た
。

　

ビ
デ
オ
で
見
た
の
で
は
、
ち
ゃ

た
ん
に
、
海
水
た
ん
水
か
し
せ
つ

と
い
う
き
か
い
が
あ
っ
て
、
そ
れ

は
、
海
の
し
ょ
っ
ぱ
い
水
で
も
、

お
い
し
い
飲
み
水
に
か
え
る
事
が

で
き
ま
す
。
で
も
い
ま
は
、
ち
ゃ

た
ん
に
し
か
な
い
そ
う
で
す
。
で

も
、
い
つ
か
は
、
家
に
も
そ
れ
が

で
き
て
、
い
つ
で
も
飲
み
水
が
作

れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

昔
は
、
雨
が
ふ
ら
な
い
日
が
つ

づ
く
と
、
ダ
ム
の
水
が
少
な
く

な
っ
て
、
だ
ん
水
に
な
る
日
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
だ
ん
水
の
日

に
は
、
二
日
に
一
日
し
か
水
が
出

な
か
っ
た
り
、
夜
は
水
が
出
な
い

時
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
う
い

う
時
は
、
バ
ケ
ツ
や
、
よ
く
そ
う

に
水
を
た
め
て
、
だ
ん
水
に
そ
な

え
た
そ
う
で
す
。
も
し
も
、
今
、

だ
ん
水
に
な
っ
た
ら
、
シ
ャ
ワ
ー

も
使
え
な
い
し
、
ト
イ
レ
も
、
バ

ケ
ツ
に
水
を
く
ん
で
、
そ
れ
を
い

ち
い
ち
流
さ
な
い
と
い
け
な
い
の

で
、
と
て
も
め
ん
ど
く
さ
そ
う
で

す
。
だ
か
ら
、
水
を
大
切
に
し
て
、

だ
ん
水
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
で
す
。

　

ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に

は
、
木
や
野
さ
い
が
た
く
さ
ん
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
や
り
の
手

つ
だ
い
を
し
た
事
も
あ
る
け
れ
ど
、

す
ご
い
量
の
水
を
使
う
の
で
、
水

道
代
が
た
い
へ
ん
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
家
に
は
、
雨
水
用
の
タ
ン
ク
が

あ
っ
て
、
そ
の
中
の
水
を
、
水
や

り
に
使
っ
て
い
る
事
を
聞
き
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
そ
ん
な
く
ふ
う
が

さ
れ
て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た

の
で
、
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
水
を
と

て
も
大
切
に
し
て
る
と
感
じ
ま
し

た
。
た
ぶ
ん
、
ほ
か
に
も
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
節
や
く

方
ほ
う
を
知
っ
て
い
る
と
思
う
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
教
え

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
も
、
じ
ょ
う
水
場
見
学
を

し
て
、
水
の
大
切
さ
を
知
っ
て
か

ら
、
こ
ま
め
に
じ
ゃ
口
を
あ
け
し

め
し
た
り
、
コ
ッ
プ
に
水
を
入
れ

て
か
ら
歯
み
が
き
を
し
た
り
、
父

さ
ん
や
母
さ
ん
の
車
あ
ら
い
の
手

つ
だ
い
を
す
る
と
き
も
、
バ
ケ
ツ

に
水
を
く
ん
で
、
ホ
ー
ス
あ
ら
い

を
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

水
は
、
大
切
な
し
げ
ん
で
す
。

昔
よ
り
も
、
今
は
水
を
使
う
き
か

い
な
ど
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
む
だ

使
い
を
し
す
ぎ
る
と
、
た
り
な
く

な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
だ
か

ら
、
必
要
な
ぶ
ん
だ
け
使
っ
て
、

自
分
に
で
き
る
水

の
せ
つ
や
く
を
見

つ
け
て
い
き
た
い

で
す
。

比嘉未羽さん

 
玉  
城 　
 
貴 
都
   

（
西
原
小
学
校
）

た
ま 
き 

た
か 
と

「
捨
て
ち
ゃ
だ
め　

お
風
呂
の
残

り
も
再
利
用
」

　
 
岸
本 　
 
七 
海
   
（
西
原
東
小
学
校
）

き
し
も
と 

な
な 
み

「
大
切
に
し
よ
う
�
私
た
ち
の
大

事
な
水
」

　
 
川
満 
か
わ
み
つ　
 
鞠  
乃 （
西
原
南
小
学
校
）

ま
り 
の

「
節
水
し
よ
う　

毎
日
使
う
水
の

た
め
」

　
 
下
門 　

き
よ
か（
坂
田
小
学
校
）

し
も
じ
ょ
う

　

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

坂
田
小
学
校
　
野
原
　
海
灯 
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★対 象 者：　65歳以上の高齢者 
　　　　　 　60～64歳の方で、心臓・腎臓・呼吸器に重度の障害を持つ方 
★実施時期：　平成20年10月1日～平成21年2月28日 
★実施場所：　中部地区医師会加盟等の医療機関　(那覇地区で受ける方は依頼書が必要です) 
★接種料金：　4,000円（町負担：3,000円、個人負担：1,000円） 
　　　　　　※町と契約してない病院で接種する時は個人負担が増える場合があります。 
　　　　　　※生活保護世帯の場合、個人負担免除。 
★接種時の注意　1　事前に接種医療機関への予約が必要です。 
　　　　　　　　2　健康手帳（住民健診時に用いる緑色や赤色の手帳）を持参すること。 
　　　　　　　　　※手帳をお持ちでない方は、役場窓口での発行が必要になります。 
　　　　　　　　3　予診票（問診票）は、医療機関に備え付けのものを使用して下さい。 
　　　　　　　　　　　詳細は下記までお問い合わせ下さい。 
★お問い合わせ　　　健康推進課　保健予防係　　　９４５－４７９１　(内線157～159)

高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ 高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ 
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　10月1日（水）より､10事業者229店舗（県内全域）にてレジ袋有料化（３円/枚）が始まります。 
　この取組は､レジ袋削減によるごみ減量化、更に地球温暖化防止効果が期待できます。マイバックを持参し
て、レジ袋削減に協力していただきますようよろしくお願いします。 
　なお､マイバックお買い物マナーにもご協力いただきますよう、よろしくお願い致します。 
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町
県
民
税
は
、
前
年
の
所
得
に

対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
退
職
等

で
収
入
が
減
っ
て
も
、
税
額
に
反

映
す
る
の
は
翌
年
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
徴
収
（
給
料
天
引
）

の
方
は
、
退
職
に
よ
り
普
通
徴
収

（
個
人
納
付
）
に
な
り
ま
す
。
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
期
限
内
納

付
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】
税
務
課　

徴
収
係

�
9
4
5
―

4
7
2
9（
内
線
1
4
4
）

　

行
政
相
談
は
国
か
ら
委
託
や
補

助
を
受
け
て
、
県
や
市
町
村
が

行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
の
苦

情
や
意
見
・
要
望
を
受
付
け
て
い

ま
す
。（
年
金
、
医
療
保
険
、
戸
籍
、

福
祉
、
道
路
、
公
害
、
登
記
等
。

相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
）

◇
巡
回
行
政
相
談
所

【
日
時
】　

月　

日
（
火
）　

時
〜

10

28

10

　

時
（　

〜　

時
を
除
く
）

16

12

13

【
場
所
】
町
役
場
第
2
会
議
室

【
行
政
相
談
委
員
】

大
城
恵
子
、
平
良
ヨ
シ
江

【
お
問
合
せ
】企
画
政
策
課
広
報
係

�
9
4
5
―

4
5
3
3（
内
線
2
1
3
）

【
総
務
省
沖
縄
行
政
評
価
事
務
所

の
行
政
苦
情
1
1
0
番
】

�
8
6
7
―

1
1
0
0　

�
0
5
7
0
―

0
9
0
1
1
0

　

当
町
で
は
今
次
大
戦
で
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
と
恒
久

平
和
を
願
っ
て
、
平
成　

年
西
原

20

町
戦
没
者
追
悼
式
を
執
り
行
い
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

【
日
時
】　

月　

日
（
金
）　

時

10

31

14

【
場
所
】
西
原
の
塔（
字
翁
長
在
）

【
お
問
合
せ
】
福
祉
課
援
護
係

�
9
4
5
―

5
3
1
1

　
『
2
0
0
9
年
版
沖
縄
県
民
手

帳
』
を
企
画
政
策
課
に
て　

月
よ

11

り
発
売
予
定
で
す
。

【
価
格
・
サ
イ
ズ
・
ス
タ
イ
ル
】

カ
バ
ー：

差
込
み
式（
表
紙
側
二

重
ポ
ケ
ッ
ト
・
透
明
）、手
帳：

ス
ケ

ジュー
ル
編
、住
所
録
編
の
２
冊
セッ
ト

大
型
判（
9
�
×　

�
）…
七
百
円

14

小
型
判（
7
�
×　

�
）…
四
百
円

11

【
予
約
申
込
先
】
企
画
政
策
課 
統
計
係

�
9
4
5
―

4
5
3
3

【
予
約
申
込
期
限
】　

月
7
日（
金
）

11

【
手
帳
配
布
・
販
売
期
間
】

　

月
か
ら　

月　

日
（
月
）
ま
で
、

11

12

22

企
画
政
策
課
窓
口
に
て

【
支
払
方
法
】代
金
引
換（
直
接
払
）

※
早
割
予
約
特
典
と
し
て
、　

月
10

　

日（
金
）ま
で
に
ご
予
約
い
た
だ

31く
と
、
上
記
価
格
よ
り
百
円
引
い

た
し
ま
す
。
早
割
予
約
は
沖
縄
県

統
計
協
会
へ

�
８
６
６
―

２
０
５
４

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
乱
開

発
や
無
秩
序
な
土
地
利
用
を
防
止

す
る
た
め
に
、
一
定
面
積
以
上
の

大
規
模
な
土
地
の
売
買
を
行
っ
た

場
合
、
契
約
後
２
週
間
以
内
に
そ

の
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
長
を

経
由
し
て
、
県
知
事
に
届
け
出
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
届
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積

・
市
街
化
区
域
…
二
千
㎡

・
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画

　

区
域
…
五
千
㎡

・
都
市
計
画
区
域
外
…
一
万
㎡

【
お
問
合
せ
】
企
画
政
策
課

�
9
4
5
―

4
5
3
3（
内
線
2
1
2
）

沖
縄
県
土
地
対
策
課

�
8
6
6
―

2
0
4
0

法
人
設
立
・
交
通
事
故
相
談
・
農

地
転
用
や
相
続
相
談
・
各
種
申
請

書
類
作
成
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。（
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
）

【
日
時
】　

月
６
日
（
月
）

10

　

時
〜　

時

10

15

【
場
所
】町
役
場
第
５
庁
舎
会
議
室

【
相
談
担
当
】
沖
縄
県
行
政
書
士

会 
浦
添
支
部

【
お
問
合
せ
】
総
務
課 

�
9
4
5
―

5
0
1
1（
内
線
1
1
1
）

【
日
時
】　

月　

日（
日
）
９
時

10

19

（
８
時　

分
受
付
）

30

【
会
場
】西
原
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
参
加
資
格
】
一
般
の
部
﹇
経
験
者

Ａ
・
経
験
者
Ｂ
・
初
心
者
﹈
西
原

町
に
本
籍
又
は
住
所
を
有
す
る
方

（
ペ
ア
の
一
人
が
右
の
要
件
を
満

た
し
て
い
れ
ば
可
。
但
し
、　

歳
18

未
満
及
び
高
校
生
の
参
加
は
不
可
）

〈
経
験
者
Ａ
〉概
ね
経
験
５
年
以
上

〈
経
験
者
Ｂ
〉概
ね
経
験
３
年
以
上

〈
初
心
者
〉経
験
３
年
未
満

※
原
則
と
し
て
ペ
ア
で
お
申
込
み

下
さ
い
。
但
し
、
ペ
ア
の
い
な
い

方
は
一
人
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

【
参
加
料
】
一
人：

千
円

【
締
切
】　

月　

日
（
金
）　

時

10

10

17

【
申
込
・
お
問
合
せ
先
】

西
原
町
体
育
協
会
事
務
局

�
９
４
５
―

８
０
９
５

　
「
地
域
の
福
祉
、
み
ん
な
で
参

加
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、　

月
か

10

ら　

月
ま
で
全
国
一
斉
に
赤
い
羽

12
根
共
同
募
金
運
動
が
展
開
さ
れ
ま

す
。
町
内
の
各
世
帯
、
事
業
所
、

職
場
、
学
校
等
に
お
き
ま
し
て
、

（15）広報にしはら　No.440. H20. 10. 1

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
の
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】沖
縄
県
共
同
募
金
会

西
原
町
分
会
（
西
原
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
）

�
9
4
5
―

3
6
5
1　

【
開
催
日
】　

月
9
日
（
木
）
〜　

10

11

月　

日
（
月
）
の
期
間
中
、
月
・

17
木
曜
日
の
週
2
回
（
全　

回
）

10

【
時
間
】　

時
〜　

時

19

21

【
参
加
料
】
会
費：

二
千
円

【
対
象
】　

歳
以
上

16

【
場
所
】沖
縄
市
営
コ
ザ
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

【
お
問
合
せ
・
受
付
】

お
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

�
9
3
0
―

0
0
8
8

【
日
時
】　

月　

日（
金
）　

時
〜　

時

10

31

11

15

【
場
所
】南
城
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
内
容
】
作
品
づ
く
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

や
障
が
い
者
の
作
成
し
た
作
品
展
示
、

活
動
発
表
、ミ
ニコ
ン
サ
ー
ト

【
お
問
合
せ
】
南
部
福
祉
保
健
所

�
8
8
9
―

6
9
4
5

　
　

月
は
「
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン

10
月
間
」
で
す
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

放
送
の
受
信
障
害
で
お
困
り
の
方

は
「
沖
縄
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
協

議
会
」
又
は
「
放
送
局
」
へ
ご
相

談
下
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】
沖
縄
受
信
環
境
ク

リ
ー
ン
協
議
会

�
8
6
5
―

2
3
0
7

【
日
時
】フ
ォ
ー
ラ
ム：

　

月　

日

10

21

（
火
）　

時
〜　

時

13

17

合
同
企
業
説
明
会：

　

月　

日

10

31

（
金
）　

時
〜　

時

13

17

【
場
所
】沖
縄
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

【
対
象
】
中
部
地
区
の
高
校
・
専
門

学
校
の
今
年
度
新
卒
予
定
者
、
一

般
求
職
者

【
参
加
費
】
無
料

【
お
問
合
せ
】財
団
法
人
雇
用
開
発

推
進
機
構
（
エ
ン
パ
ク
ト
）

�
8
5
9
―

6
1
4
0　

【
試
験
日
時
】

　

月　

日
（
日
）　

時
開
始

12

14

10

【
試
験
の
種
類
】
甲
種
（
第
1
〜
5

類
）、
乙
種
（
第
1
〜
7
類
）

【
受
験
願
書
受
付
期
間
】　

月　

日

10

31

（
金
）
〜　

月
7
日
（
金
）

11

【
受
験
案
内
書
配
布
先
】各
消
防
本

部
、
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

【
お
問
合
せ
】（
財
）
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
沖
縄
県
支
部

�
8
5
5
―

7
1
0
1

■
本
科
（
2
年
過
程
）

【
願
書
受
付
期
間
】
推
薦
入
試
・
特

別
推
薦
入
試
/　

月
6
日
（
月
）

10

〜　

月　

日
（
金
）

10

31

一
般
入
試
/　

月
4
日
（
火
）
〜

11

　

月　

日
（
金
）

12

26

【
試
験
日
】
推
薦
入
試
・
特
別
推
薦

入
試
/　

月　

日
（
水
）

11

19

一
般
入
試
/
平
成　

年
1
月　

日

21

16

（
金
）

【
願
書
の
提
出
先
及
び
お
問
合
せ
】

〒
9
0
5
―

0
0
1
9
名
護
市
大

北
1
―

1
5
―

9　

沖
縄
県
立
農
業

大
学
校

�
0
9
8
0
―

5
2
―

0
0
5
0

　

８
月　

日
に
実
施
さ
れ
た
役
場

21

駐
車
場
前
で
の
献
血
に
、
多
く
の

皆
様
の
ご
協
力
が
あ
り
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

○
総
献
血
者
数　
　

名
94

◇
町
立
図
書
館
へ

新
中
糖
産
業
�
（
福
里
重
盛
代
表

取
締
役
社
長
）
様
か
ら　

万
円

35



広報にしはら　No.440. H20. 10. 1（16）

お問い合わせ先：西原町立図書館町史編集係　　　 944-4998　FAX : 944-4997　Eメール : choushi@town.nishihara.okinawa.jp

3日　文化の日は臨時開館　4日　振替休日　　

14日～28日　特別整理期間 

ぶん  か 

とくべつせい  り    き  かん 

十
一
月
休
館
日 

13日　体育の日　　14日　振替休日 
たいいく ふりかえきゅうじつ 十

月
休
館
日 

10 19

10 12 午後2時～ 26

10 4 18

【火～金】 
午前10時～午後7時 
【土・日】 

午前10時～午後5時 

テーマ：「I  Know  You  脳」 
日　時：10月17日（金）～11月13日（木） 
場　所：閲覧室　カウンター前 
内　容：脳に関する資料　約270点 

、 

4後 

（17）広報にしはら　No.440. H20. 10. 1
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連　絡　先備　考申込期間定員場所・時間期　間対　象内　容学級・講座名

西原町中央
公民館
945-3657

教材費自己
負担

10月6日～
10月10日

先着
30名

西原町中央公
民館
18時半～20時半

10月13日～
10月27日
毎週月曜日
（全3回）

町民一般古布で作る布ぞう
りづくり等

リサイクル
小物作り

教 材 費1,000
円（一度受講
された方はご
遠慮下さい）

10月6日～
10月17日

先着
20名

西原町中央公
民館
10時～12時

10月24日～
12月12日
毎週金曜日
（全8回）

町民一般デジタルカメラの
基本的な操作方法

デジタルカメラ
入門講座

教材費自己
負担

10月6日～
10月24日

先着
30名

西原町中央公
民館
18時半～20時半

11月7日 ～
12月12日
毎週金曜日
（全6回）

町内在住の
18才以上の
女性

女性のマナー・料
理等やまびこ学級

県立埋蔵文化
財 セ ン タ ー 
835-8752

参加費無料事前申込
必要なし120名

県立埋蔵文化
財センター
14時半～16時半

10月4日 �
（全1回）

成人・一般/
市町村制限
なし

①「骨牙製品から見
た沖縄の先史時代」 
②「ヤコウガイ交易
と沖縄」

第31回文化講座

�おきなわ
女性財団
866-9090

基礎講座
2,000円/ステッ
プアップ講座
2,500円

8月30日～
11月1日25名

沖縄県男女共
同参画センター
「てぃるる」時間：
講座により異なる

10月25日～
11月1日
（全3回）

年齢・市町村
制限なし

護身術（基礎講座・
ステップアップ講
座）

犯罪から身を守る
女性のための護
身術講座

糸満青年の家
994-6342

費用等につ
いては調整
中

後日ホーム
ページなら
びに新聞で
案内

100名
程度

糸満青年の家
時間未定10月12日�年齢・市町村

制限なし
自然環境を生かし
た様々な活動を行
う

青 少 年 の 家
オープンデー

名護青年の家
0980-52-2076

1人あたり
2,500円
（予定）

9月30日～
10月3日

50名
程度

名護青年の家
12時半受付
（10/11）

10月11日～
10月13日

親子/市町村
制限なし

野外料理、クラフト、
竹笛コンサート、
名護岳登山（植物
観察）

親子ふれあい
キャンプⅢ
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